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令和８年９月１８日

ワールドマスターズゲームズ2027関西鳥取市実行委員会


ワールドマスターズゲームズ2027関西アーチェリー競技大会運営業務仕様書

１　委託業務名
ワールドマスターズゲームズ2027関西アーチェリー競技大会運営業務

２　事業の目的
鳥取市内でワールドマスターズゲームズ2027関西アーチェリー競技の開催にあたり、本大会はマスターズ世界選手権部門が併催される、国内外から多くの参加者が見込まれる国際スポーツ大会であり、本市のスポーツ機運の醸成のみならず、経済効果の高まりや街の賑わい創出など、各方面から期待されているイベントである。
本大会を成功に導くためには民間の優れたアイデアやノウハウが不可欠と考えることから、大会運営に取り組んでいただく民間事業者を選定するプロポーザル審査会を実施するものである。

３　事業概要
（１）名称　ワールドマスターズゲームズ2027関西アーチェリー競技大会
（２）期日　令和８年５月１４日（金）～１８日（火）
（３）場所　ヤマタスポーツパーク（鳥取県立布勢総合運動公園）
アウトドア会場：陸上競技場
　インドア会場：県民体育館
練　習　会　場：投てき場
（４）主催　ワールドマスターズゲームズ2027関西鳥取市実行委員会（以下、「実行委員会」）

４　委託期間
　　契約締結日から令和９年６月３０日（水）まで

５　契約上限額
　　115,345,850円（消費税及び地方消費税含む）
　※契約上限額の予算の成立について、令和８年鳥取市議会９月定例会および鳥取県議会９月定例会における令和８年度９月補正予算の議決を前提としているため、金額の変更又は、契約の中止となる場合がある。それに伴い、応募者又は最優秀提案者に損害が生じた場合であっても、実行委員会はその損害の一切を負担しない。

６　委託業務内容
実行委員会が示す大会概要をもとに以下に示すア～ケについて具体例に盛り込んだうえで、業務内容を提案すること。
（１）大会運営業務
　　ア　大会運営に対する考え方（姿勢）と実施体制
本大会は国際的なスポーツ大会であり、また、大会組織委員会や自治体、地元協力者、ボランティアスタッフ等と数多くの市民が関わるイベントとなる。本大会を成功させる上で重点となるポイントと、またそれを実現させせるための実施体制を提案すること。
　イ　スタッフの確保と配置
　　　　別添の必要人員リストを参考に、アナウンサー、運営スタッフ、競技補助スタッフ、通訳スタッフ、放送スタッフ等を含んだ人員計画を作成すること。人員は概ね県内で集められたスタッフを基本とすること。また、スタッフの弁当を確保すること。
　　ウ　大会の賑わいを生む演出手法等
　　　　選手の気分を高揚させたり、観客を盛り上げるような大会の演出手法や、「鳥取らしさ」といった鳥取市の魅力を選手や来場者にアピールする企画を盛り込むこと。
エ　大会当日の進行管理
大会当日（練習日を含む）には運営本部を設置し、会場運営責任者を現場に常駐させ、委託者等との連絡調整や管理・運営にあたること。アナウンサー及び音響照明スタッフ、大会演出のための専門技術者等を配置するとともに、進行台本を作成し円滑な大会運営を行うこと。事前リハーサルを含め、実行委員会や大会役員、競技関係者等と十分調整を図ったうえで運営を行うこと。また、大会に参加する国内外の選手、来場者等からの問合せやクレーム等に対して、対応する仕組みを整えること。
オ　安全管理と危機管理対策
準備から撤収までの間、来場者及びスタッフ、その他一般公園利用者の安全確保のために十分な対策を講じること。なお、野外会場で大会開催日以前に事前設営を行う場合は、警備スタッフを確保すること。
カ　備品及び消耗品等の調達
別添の備品リストを参考に、提案内容に応じて必要な備品及び消耗品を調達すること。なお、これらの備品及び消耗品は、鳥取市内からの調達を推奨する。
　　キ　大会の情報発信と住民周知
　　　　本大会はスポーツツーリズムとして位置づけ国際大会を誘致したため、経済効果を高めまちの賑わいの生み出すためにも、多くの市民に来場いただきことが必要となる。大会の情報発信や住民周知を進めるための手法を提案すること。
　　ク　競技会場の清掃とゴミ処理
　　　　大会期間中、競技会場内の清掃を行うこと。また、排出される廃棄物の収集運搬及び処理を行うこと。
　　ケ　通信環境の整備
　　　　会場に常設されているフリーWi-Fiの他に、大会運営用の通信環境を整備すること。
　　コ　提案事業（自主事業）
　　　　上記ア～ケ以外に提案する事業があれば予算の範囲内で行うこと（提案するか否かは受託者の判断による）。また、提案事業（自主事業）を企画する場合は、規格提案書に「提案事業」とわかりやすく記載することと、プレゼンテーション時にも選定委員会に提案事業であることを明確に伝えること。

（２）運営マニュアル及び各種資料の作成業務
以下の書類を作成すること。なお、内容については事前に実行委員会と協議し、承認を得たうえで提出すること。
ア　進行台本
　イ　会場レイアウト図（受付、控室）
　ウ　周辺案内図（駅、バス停、トイレ）※ピクトグラムを用いたものが望ましい。
　エ　運営体制組織図（スタッフリスト）
　オ　スタッフ配置図
　カ　誘導計画図（選手及び観客の導線を区別、交通規制看板）
　キ　スケジュール表（大会当日のスケジュール、大会準備スケジュール）
　ク　備品リスト
　ケ　危機管理計画及び緊急連絡網（感染症発生時、地震・火災発生時、体調不良者・けが人発生時の対応含む）
　コ　行政機関への許認可申請書類作成とそのための協議資料
　サ　写真や映像を用いた大会記録レポート
（３）会場の設営撤去に係る業務
ア　会場レイアウト図の作成
別添の会場レイアウトを参考に、以下の点を加味した提案及び設営を行うこと。なお、競技場レイアウトや競技用器具並びに仮設施設等の配置については、実行委員会が指示するものとする。
　　a　フォトブースパネルの設置
　　　　　　各会場内に撮影スポットとなるフォトブースパネル（W630cm×H120cm以上）を設置すること。
　　b　案内板の設置
　　　　会場案内及び注意喚起を行う案内看板を４カ所以上設置すること。
　　c　飲食ブースの設置
　　　　選手や観客が飲食するテント、机、椅子の設置と電源や水道設備の設営、及び出店者の確保を行うこと。なお、出店形態はキッチンカーを基本とする。
　　　　d　おもてなしブースの設置
　　　　　　国内外からやって来る参加者・来場者をもてなすブースを設置し、ステージ等で鳥取市縁の郷土芸能等を披露すること。
　　e　提案事業（自主事業）の配置
　　　　　　予算の範囲内で提案する提案事業（自主事業）がある場合は、会場レイアウトに配置すること。
  　イ　競技用備品の調達及び制作とそれに伴う運搬保管
　　　　　　アーチェリー競技大会に用いる備品用具については、一部、市販していないため備品用具を独自に制作（実行委員会が規格を指定）したり、その品の運搬保管が必要となる。これら備品用具の詳細については、下記のとおりとする。
　　　　a  ターゲット（的）　　　　　　
ターゲットマット、脚、距離表示等の競技用の備品について、実行委員会が仕様や調達先を指示するものとする。
　　　　b  防矢壁等
ターゲットから逸れた矢を防ぐ構造物の制作と、その構造物の設置面を保護する養生シートを設置する。
　　　　ウ　中継放送
　　　　　　　マスターズ世界選手権（World Archery Masters Championships）部門におけるメダルマッチの中継放送を行うこと。仕様は備品リストを参照。
（４）大会参加者及び大会役員の支援に関する業務
　　ア　大会役員の宿泊先の確保やアテンド（大会中の昼食含む）、送迎の手配を行うこと。
　イ　大会期間中（練習日含む）に大会参加者等がJR鳥取駅から会場までを往復する無料シャトルバスを確保すること。
ウ　大会期間中（練習日含む）に外国人参加者の問い合わせ対応を行うスタッフを配置すること。
（５）その他
　　ア　想定人数分のイベント傷害保険に加入すること。
　　イ　委託業務の全てについて、計画段階で実行委員会と十分に協議し、了承を得てから事業に着手すること。　

７　成果品の納品及び完了報告
実行委員会に納品する成果品は、以下のとおりとする。また紙資料については３部、電子データはCD-ROMなどの記録媒体に収集して提出する。なお、成果品の著作権は実行委員会に帰属するものとし、業務終了後は実行委員会の承諾を得ずに本業務で得られた成果品をはじめとする各種資料は保持しない。
（１）イベントの実績報告書
（２）イベントで制作した広報物一式
（３）本業務で利用、作成した資料
（４）６（２）サに定めた記録写真及び動画データ
（５）その他実行委員会が指示するもの

８　委託料の支払い
業務履行確認後、契約額を支払う。なお、部分払いについて受託者から申し出があった場合は、業務の一部分が完了し、かつ可分なものであるときは、受託者は業務の全部の完了前に、業務の完済部分に相応する委託料について部分払を行う。

９　留意事項
（１）受託者は、本業務を実施するうえで知り得た個人情報及び秘密をみだりに他人に知らせ、　
また、不当な目的に使用することは出来ない。また本業務が完了した後についても同様と　
する。
（２）業務上、受託者の不注意や不備により生じたすべての費用は、受託者の負担とする。
（３）本業務の実施に伴い、第三者に与えた損害は、実行委員会の責に帰すべきものを除き、す
べて受託者の責任において処理することとする。
（４）受託者は、本件業務実施中に生じた諸事故に関して一切の責任を負い、実行委員会へ発生
　　　原因、経過、被害状況等を速やかに報告し、実行委員会の指示に従うものとする。
（５）委託料の範囲は「６　委託業務内容」に係るすべての経費である（業務の提供にあたり
発生する付帯作業にかかる費用を含む）。したがって、追加費用は一切請求できないものとする。
（６）プロポーザルにおける受託者の提案内容の不履行が発生し、実行委員会の指導にもかかわ
らず受託者の積極的な改善が図られなかったものと実行委員会が判断した場合には、不履
行が発生した業務に係る委託料を減額できるものとする。
（７）本仕様書に定めがない事項については、実行委員会と受託者において協議の上決定する。
協議が整わないときは、実行委員会の指示するところによるものとする。
（８）受託者は、委託者の承認を受けないで、事業の再委託（請負含む。）を行ってはならない。また、業務の全部又は主たる部分を一括して第三者に請け負わせ、又は委任してはならない。
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